
1 

首都高速道路株式会社 入札監視委員会 審議概要 

開 催 日 及 び場 所 ２０２２年１２月１６日（金） 首都高速道路株式会社本社会議室 

委         員 

加藤 一誠（慶應義塾大学商学部 教授） 

古関 潤一（東京大学大学院工学系研究科 教授） 

赤羽 貴  （弁護士） 

審 議 対 象 期 間 工事            ２０２１年１０月 1日～２０２２年９月３０日 

抽 出 案 件 総件数     ４件 （備 考） 

工

事

一 般 競 争 １件 

指 名 競 争 １件 

交 渉 合 意 ２件 

調 査 ・ 設 計 業 務 ０件

物 品 製 造 等 ０件 

委員からの意見・質問、 

それらに対する回答等 

意 見 ・ 質 問 回     答

別紙のとおり 別紙のとおり 

委員会による意見の具申 

又は勧告の内容 

特になし 
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別紙 

意見・質問 回答（説明を含む） 

【前回意見への対応】 

●意見等なし 

【抽出案件の審議】 

１．一般競争 施工能力確認方式 

 「（改負）高速都心環状線（日本橋区間）試掘等工

事」

●本工事を行ったことにより、日本橋区間の本体工

事に有利になるという要素はないということですか。

●低入札価格調査について、入札者の資材購入相

手先が従来からの取引先ということで単価低減がで

きるとはどのようなことでしょうか。 

２．一般競争 見積活用方式（公募・要請併用型） 

「（改）高速大師橋更新事業他電気設備工事」 

●予定価格の超過について聞き取りなど調査をされ

ましたか。 

３．交渉合意 技術提案価格交渉方式（一者交渉タ

イプ） 

「（修）自家発電設備改修工事２０２２－３－１」 

●交渉基礎価格が合意金額まで減額された理由は

何ですか。 

●予定価格は設定しないが、標準価格（交渉目標

価格）を設定して交渉しているのですか。 

本工事は、高速都心環状線（日本橋区間）の地下化に関

わる試掘および既設構造物の事前調査を目的とした掘

削等の施工を行うものです。 

●本体工事につきましては、基本条件を明示して技術提

案等を求めておりますので、有利不利がないよう配慮して

おります。 

●非常に多くの取引を従来から続けており、他の工事を 

まとめて契約することで、一定の利益を確保しつつ、ある 

程度のコストダウンが図られていると考えております。 

本工事は、高速大師橋の架け替えに伴い道路照明設備

等の新設、支障物の撤去・再設置、及び付随ケーブル類

一式の更新を行う他、東品川桟橋・鮫洲埋立部の壁高欄

内埋込配線路工事を行うものです。 

●事前に見積りを提出頂いた時にそれぞれにヒアリング

をしていますが、両者とも考え方としては適正だと考えま

した。 

本工事は、自家発電設備漏えい油遠隔監視設備２箇所

の設置工事を行うものです。 

●別の工事を受注しており、経費調整を行うとのルール

で価格交渉を行ったためです。 

●交渉目標価格は設定しています。 
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意見・質問 回答（説明を含む） 

４．交渉合意 競争入札後の価格交渉方式（見積審

査タイプ） 

「（修）照明設備改修工事２０２２－１－１」 

●競争入札後の価格交渉方式（見積審査タイプ）に

おいて、価格交渉の相手方を選ぶ時には、最後の

入札価格の低い者を選ぶことになっているのです

か。 

●不調になった案件で評価値の高い者が落札する

ことになっていますが、２回の入札で予定価格を超

えている理由は何ですか。 

（審議全体を通しての意見等） 

●案件１ 

低入札価格調査の実施概要における理由をより具

体的に記載されたい。 

●案件２ 

試行中の見積活用方式（公募・要請併用型）におい

て、予定価格設定に関し、競争環境の確保に留意し

つつ制度の検証をお願いしたい。 

●案件３ 

契約方式に従い、交渉状況調書の表記に不足のな

いようにされたい。 

●案件４ 

契約方式に従い、協議対象者の選定経緯と理由を

記載されたい。 

【苦情処理状況について】 

●案件なし 

【競争参加停止等運用状況について】 

●意見等なし 

本工事は、信濃町トンネル照明設備他の改修を行うもの

です。 

●評価値が技術評価点と価格評価点の合計になります

ので、評価値が高い者が協議対象者となります。 

●予定価格を設定した時点に対して入札時には社会情

勢の変化により部材の価格が急騰したことが考えられま

す。 


